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高大連携の高高度発光放電発光現象の観測ネットワークによる冬季雷スプライトの研究
Study of winter lightning by TLE observation network operated by high school and
university
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中間圏における放電・発光現象である高高度放電発光現象の1つに位置づけられるスプライトは、大きな対地落
雷放電が引き金となって雷雲の上空で発生する。本現象は1925年にC.T.R.ウィルソンによって予言さ
れ、ウィルソンのQEモデルによれば落雷位置（電荷中和位置）とスプライト発生位置は雷放電の特性（落雷位
置や雲放電電路の伸展方向）に依存するとされている。1990年代になってようやく科学的に発見されたこの現
象は、近年の多種多様な観測により雷雲上部の正電荷が落雷により大地と中和されることによりその上空で発
生するというメカニズムが考えられている。しかし、スプライトと落雷位置はしばしば水平方向に50 km程度離
れているという報告もあり、未解決な問題も残されている。 
我々はスプライト発生位置標定精度をより高めるため、大学におけるスプライト研究と高校生のスプライト稠
密光学観測網を生かし冬季多点光学観測を行った。さらに、光学観測にはスプライトと落雷の発光を同時に撮
影することができるため、両位置関係が把握できるという利点がある。さらに、多数の雷会社により標定され
た落雷位置を比較することにより多数の研究者により報告されているスプライト発生メカニズムと観測結果の
不一致の解消と、スプライトの形状がなぜ多様に存在するのかの解明を目指し、本研究をスタートした。以上
の観測より、スプライト発生に起因した落雷の放電経路に依存してスプライト発生位置と落雷位置のずれが生
じたという結果が考えられ、スプライトの形状や大きさもこの放電経路に依存しているのではないかという結
果が得られた。 
大学や研究機関のみでは事実上難しいこの多点での稠密光学観測は、高校生多点観測の連携によりスプライト
研究進展の可能性を生み、高校生も研究の最先端に貢献できる理想的な高大連携プログラムの１つであるとい
えよう。また、高校生の世界最高スプライト稠密光学観測と大学における研究のコラボレーションにより、今
後もスプライト研究の更なる発展が見込まれる。
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